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○建物の耐震性が十分で、かつ、津波の影響を受けない上層階を持つ施設等においては、施

設内での垂直避難の可能性も検討し、必要な場合は上層階への避難経路図も作成しておき

ます。 

 ※ただし、地震発生時には火災が起こる可能性もあるため、施設外の避難場所も選定して

おきましょう。 

避難経路の選定 

○避難誘導の起点となる、施設内の集合場所を決めておきましょう。 

○（記入例では一つの経路のみですが、）可能であれば、経路が遮断された場合に備えて複

数の経路を選定しておきましょう。 

避難場所・避難経路図の作成 

○消防計画に定めた避難経路図やその他独自に作成している避難経路図などが既にあれば、 

それらを添付します 

○本マニュアルの参考資料として添付されている「津波避難マップ」を利用する場合は、下

記のリンク先からマップの「ひな型」と「作成の手引き」を入手し、津波避難マップを作

成し、それを添付します。 

＜上記のような避難経路図を作成していない場合＞ 

○記入例のように、施設周辺図に 

 ・避難場所 

 ・避難経路 

 がわかるように記入します。 

 ・施設内の集合場所（避難誘導の起点） 

 ・想定される状況 

 等を記載し、スタッフの誰もが適切な避難誘導ができるように備えます。 

  






















